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Fagaceae

Castanopsis cuspidata var. sieboldii（Makino）Nakai

Lauraceae
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堂
どうどういせき

道遺跡
山
やまぐちけん

口県
山
やまぐちし

口市
黒
くろかわ

川
34° 07’ 51” 131° 26’ 11” 2,500 ㎡ 県道整備

堂道遺跡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落
古墳時代

室町時代

掘立柱建物 ７棟
土坑 15 基
柱穴 約 880 個
溝 24 条
墓 ７基

縄文土器
須恵器
土師器
緑釉陶器
製塩土器
瓦質土器
貿易陶磁器
　　　　等

352039

要　約

　堂道遺跡は、山口市の平川地区にあり、椹野川左岸に広がる丘陵斜面上に位置する集
落遺跡である。今回の調査では、平安時代と中世の掘立柱建物を中心に、古墳時代の土
器棺墓や円形周溝墓、古代の土坑墓、溝などが検出された。これまでの調査でも、古墳
時代の土坑墓、平安時代から中世の掘立柱建物などが確認されており、集落と墓域の範
囲がさらに広がることが明らかとなった。出土遺物は縄文土器、縄文時代の石器、古墳
時代の土師器壺（土器棺）や古代の土師器、須恵器、緑釉陶器、製塩土器、中世の土師器、
瓦質土器、石鍋、貿易陶磁器などである。堂道遺跡は南側の陶峠を越えて約３kmに陶
窯跡群が所在し、そこで作られた須恵器を運ぶ交易の拠点的な要素があったと想定され、
当時の人々の生活をうかがう貴重な資料を数多く得ることができた。
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